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 １．2017年3月期Q2連結決算結果① 

3 

（第2四半期累計期間連結売上高推移） 
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 １．2017年3月期Q2連結決算結果② 

連結損益計算書

実績 売上比 増減額 増減率 実績 売上比

売上高 6,396 100.0 +223 +3.6 6,172 100.0

　 売上原価 1,783 27.9 △ 8 △ 0.5 1,791 29.0

売上総利益 4,612 72.1 +231 +5.3 4,381 71.0

　 販管費 3,751 58.7 +62 +1.7 3,689 59.8

営業利益 861 13.5 +169 +24.4 691 11.2

　 営業外損益 △ 103 △ 1.6 △ 8 +8.7 △ 95 △ 1.5

経常利益 757 11.8 +160 +27.0 596 9.7

　 特別損益 △ 36 △ 0.6 +73 △ 66.6 △ 110 △ 1.8

四半期純利益※ 480 7.5 +146 +44.0 333 5.4

（単位：百万円、％）

16年3月期Q217年3月期Q2 前年同期比増減

※親会社株主に帰属する四半期純利益 
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 １．2017年3月期Q2連結決算結果③ 

主要品目別連結売上高

（単位：百万円、％） 実績 構成比 増減額 増減率 実績 構成比

4,216 65.9 +192 +4.8 4,023 65.2

人工関節 2,055 32.1 +226 +12.4 1,828 29.6

骨接合材料 1,339 20.9 +38 +3.0 1,300 21.1

脊椎固定器具 673 10.5 +27 +4.3 645 10.5

その他 148 2.3 △ 100 △ 40.3 248 4.0

2,179 34.1 +30 +1.4 2,148 34.8

人工関節 2,124 33.2 +83 +4.1 2,040 33.1

脊椎固定器具 55 0.9 △ 53 △ 49.1 108 1.8

6,396 100.0 +223 +3.6 6,172 100.0

自社製品売上高 5,584 87.3 +334 +6.4 5,249 85.0

（注）米国販売額（千ﾄﾞﾙ） 20,422 +2,737 +15.5 17,684

（注）換算レート（円） 106.73 △ 14.79 121.52

合計

日本国内販売

米国販売（注）

17年3月期Q2 16年3月期Q2前年同期比増減
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売上高増加に伴う

売上原価増加も、自社製品

比率の上昇及び製造コスト低
減等により売上原価率を改善

し当該増加を最小限に留める。

売上原価増加△146百万円

米国販売では新規顧客獲得が進み成長加速、日本国

内販売では人工関節分野への自社製品継続投入を通

じ、慢性疾患分野での販売が急成長。
売上高増加＋601百万円

償還引下げ影響等に伴う

売上高減少△117百万円

円高進展、為替変動による

売上高減少△261百万円

円高進展、為替変動による

売上原価減少＋154百万円

円高進展、

為替変動による

販管費減少

＋204百万円

販管費増加
△266百万円

前年同期営業利益比較分析 

（単位：百万円） 

16年3月期 
Q2累計 

691百万円 

 １．2017年3月期Q2連結決算結果④ 
＋利益方向への影響 

△損失方向への影響 
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 １．2017年3月期Q2連結決算結果⑤ 

予想値対比 
2017年3月期第2四半期累計期間は、売上高は円高影響等により若干予想
値を下回ったが、売上原価は円高影響及び製造コストの低減等により改善、同
様に円高影響等により販管費が予想値を下回った事から、営業利益、経常利益
及び四半期純利益は大幅に予想値を上回った。 

（単位：百万円）

連結

2017年3月期

第2四半期累計期間

当初予想値

売上高 6,500 6,396 

営業利益 600 861 

経常利益 530 757 

四半期純利益※ 300 480 

※親会社株主に帰属する四半期純利益 

2017年3月期

第2四半期累計期間

実績
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 ２．2017年3月期連結業績予想① 

連結損益計算書

予想 売上比 増減額 増減率 実績 売上比

売上高 14,000 100.0 +975 +7.5 13,024 100.0

　 売上原価 4,060 29.0 +239 +6.3 3,820 29.3

売上総利益 9,940 71.0 +736 +8.0 9,203 70.7

　 販管費 8,140 58.1 +643 +8.6 7,496 57.6

営業利益 1,800 12.9 +92 +5.4 1,707 13.1

　 営業外損益 △ 150 △ 1.1 +21 △ 12.4 △ 171 △ 1.3

経常利益 1,650 11.8 +113 +7.4 1,536 11.8

　 特別損益 △ 100 △ 0.7 +224 △ 69.2 △ 324 △ 2.5

当期純利益※ 1,000 7.1 +199 +24.9 800 6.1

（単位：百万円、％）

16年3月期17年3月期 前期比増減

※親会社株主に帰属する当期純利益 



9 

 ２．2017年3月期連結業績予想② 

主要品目別連結売上高

（単位：百万円、％） 予想 構成比 増減額 増減率 実績 構成比

9,300 66.4 +566 +6.5 8,733 67.0

人工関節 4,460 31.9 +362 +8.9 4,097 31.5

骨接合材料 2,980 21.3 +43 +1.5 2,936 22.5

脊椎固定器具 1,590 11.4 +308 +24.1 1,281 9.8

その他 270 1.9 △ 147 △ 35.4 417 3.2

4,700 33.6 +408 +9.5 4,291 33.0

人工関節 4,500 32.1 +404 +9.9 4,095 31.4

脊椎固定器具 200 1.4 +3 +1.9 196 1.5

14,000 100.0 +975 +7.5 13,024 100.0

自社製品売上高 12,300 87.9 +1,215 +11.0 11,084 85.1

（注）米国販売額（千ﾄﾞﾙ） 40,869 +5,108 +14.3 35,760

（注）換算レート（円） 115.00 △ 5.01 120.01

合計

日本国内販売

米国販売（注）

17年3月期 16年3月期前期比増減
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（単位：百万円） 

 ３．Topics① 
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人工関節Q2累計売上推移 

※ 日本国内販売の比較を記載しております。 
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 ３．Topics② 

「Acetabular Cup Orientation ガイド」 
薬事承認取得、販売へ 

Materialise 社（ベルギー）製造の患者適合型関節手術用器械である「Acetabular Cup 
Orientation ガイド」の薬事承認を取得。本製品は、人工股関節置換術手術の際に患者様
の CT データをもとに３D プリンターにより作成される手術用器械。人工股関節置換術を受
ける患者様の臼蓋の形状は様々であり、本手術器械の提供により、手術手技の正確性の向
上、手術時間の短縮が期待され、付加価値の高い本手術器械を医師に提供することにより、
日本国内における人工股関節の販売拡大が期待される。  

人工股関節製品 

「Acetabular Cup Orientation ガイド」 



12 

（単位：百万円） 

 ３．Topics③ 
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※ 日本国内販売の比較を記載しております。 

骨接合材料Q2累計売上推移 
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（単位：百万円） 

 ３．Topics④ 
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※ 日本国内販売の比較を記載しております。 
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 ３．Topics⑤-a 

（参考）主要品目売上高累計 

17年3月期 
Q2累計 

16年3月期 
Q2累計 

前年同期 
増減率 

KNEE $11,712K $10,526K +11.3％ 

HIP $7,786K $6,177K +26.0％ 

（単位：千ドル） （第2四半期累計期間米国販売推移） 

$20.4Ｍ 
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 ３．Topics⑤-ｂ 
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※ 米国販売、脊椎固定器具の販売実績は含んでおりません。 


